
切れ目のない緩和ケアを実施するために、地域の医療従事
者が集い、多職種による事例検討を行います。

• 日程：平成27年6月25日（木）
• 時間：17：30～18：30（17:00分受付開始）
• 場所：山口大学医学部霜仁会館３階多目的室

開会挨拶 山口大学医学部附属病院 腫瘍センター准教授 吉野茂文先生

司会 山口大学医学部附属病院 診療連携室 結城美重看護師長

事例１： 17：30～18：30（各演者10分、全体討議30分）
大学病院から在宅緩和ケア、一般病院で看取りを迎えた乳がん症例

―骨転移や上腕リンパ浮腫によりADLが低下した患者を支えるために―

山口大学医学部附属病院 腫瘍センター 松元 満智子先生
山口大学医学部附属病院 看護部 宮内貴子先生
小野田赤十字病院 副院長 佐藤智充先生

参加費:無料 対象:医療関係者

※お車でお越しの方は病院外来の駐車場をご
利用ください。駐車券は、事例検討会受付まで
ご持参ください。
※開始時間が、17：30からとなっております。お
間違えのないようにお願いいたします。

問合先：山口大学医学部附属病院
腫瘍センター事務局（担当 三上・原田）
Tel：0836-22-2170

山口大学医学部附属病院腫瘍センター 看護部 心と体のサポートチーム
中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム（平成27年度第2回がん治療ｽｷﾙｱｯﾌﾟｺｰｽ（ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ）セミナー）


